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   「「「One sou1One sou1One sou1」」」   

いよいよホームの信州ダービーがやってきました。 

 

この試合は、間違いなく今シーズンの行方を左右する一戦にな

ります。優勝して地域決勝へ行くためには、ここで長野を倒さな

ければなりません。 

  

そんな決戦を前にし、選手たちに少しでも勇気を与えるため、

今回も作戦を行います！その作戦の内容は、選手入場時にス

タンド全員で立ち上がって応援しよう！というものです。 

試合前の数分間のみ、メイン、バック、ゴール裏の全てのスタン

ドで、立ち上がっての応援を呼び掛けさせて頂きます。  

 

方向性は、前回の南長野でのダービーでのものと同じです。 

 

一人ひとりが戦うんだという決意を、選手に伝えること。全員が

団結し、一つになって挑む気持ちを持つこと。 

更に、今回はホームということで、前回にも増しての多くのサ

ポーターの意思を形にし、表したいと考えております。  

 

 「One sou1」思いは一つ、共に駆け上がろう―――今こそ、こ

のスローガンを体現する時が来たのだと思います。 

 

我々サポーターは、決して傍観者ではありません。 

クラブを支えられる可能性を持っているからこそ、我々はサ

ポーターと名乗ることが出来るのだと思います。 

 

それは、ほんの僅かな支えかもしれません。しかし、それが少し

でも選手の力になるのならば、今こそ我々は立ち上がり、戦う

時なのだと思います。 

 

我々の悲願であるＪＦＬ昇格へ向け、今こそクラブ全体の強さが

問われる時です。サポーターも勝利の為、持てる全ての力を尽

くし、共に戦いましょう！  

 

全ての山雅の仲間たちの力を一つに。最後まで戦い、絶対に

勝利を掴み取りましょう！ご協力、よろしくお願い致します！！ 

 
 【 written by ようへい】 

はい、お待っとさんでした！ どれぐらいかぶりかの（思い

出す気力なし）ご無沙汰になります。  

   

というわけで、誰も待っていない間にシーズンはすっかり佳

境。あと僅かで北信越リーグ２００９年シーズンも終わろうと

しています。 

幸いにも開幕当初よりレギュラーメンバーも固定され、昨年

のように野戦病院と化して死屍累々という状況ではござい

ません。そこへ持ってきて、地域リーグ決勝大会へ向けて4

人の新戦力をゲットだぜ！  

先に行われたサウルコス福井戦ではレフティー栗山の飛び

道具が炸裂。スピードの新中、左右のサイドバックをこなす

鐡戸。しっかり人材の希少なポジションを埋めてくれた加藤

GMに拍手したい。  

 

さあ、負けられない「３番勝負」が幕を開けます！手始めは

AC長野パルセイロを向こうに回す、「信州ダービー」でござ

います。相手にする前からこういう話をするのも何ですが、

やはり長野は強い！ 前半戦で３分けとなった時点で優勝

戦線から脱落したかと思っていたら、所謂下位クラブを相

手に弱い者いじめに近い圧倒的点差を挙げて優勝争いに

再度参戦、その鼻息も荒いという噂。  

 

もちろん弱きを助け強きを挫く御人好し集団の我が松本山

雅も臨戦態勢は整っております。新加入選手だけではなく、

木村勝太・小澤修一といった南長野では出番に乏しかった

選手もここへ来てその実力を発揮しつつあります。「攻撃

的」なる表現は決して長野の専売特許ではないとあえて強

がりたい。連携には正直不安あるけど、こうなったら個人の

力でねじ伏せるような真っ向勝負を挑んでやれ！  

 

試合は午後４時にキックオフ。試合終了は午後６時頃にな

りそうです。こうなったらスカッと勝って、試合後に美味い勝

利の酒を乾杯しようじゃありませんか、ねえ？ 天気が今の

ところは曇りの予報だけに、夜空に輝くお月様が見れない

なんて至極残念だけど。  

 
        【 written by sapo】 

「いつものようにキメてブッ飛ばそうぜ」。「いつものようにキメてブッ飛ばそうぜ」。「いつものようにキメてブッ飛ばそうぜ」。   


